
１時限 ：　８：４０ ～ １０：１０ １時限 ：　８：４５ ～ １０：１５    
２時限 ：１０：３０ ～ １２：００ ２時限 ：１０：３０ ～ １２：００     
３時限 ：１３：００ ～ １４：３０ ３時限 ：１３：００ ～ １４：３０     
４時限 ：１４：５０ ～ １６：２０ ４時限 ：１４：４５ ～ １６：１５     
５時限 ：１６：４０ ～ １８：１０ ５時限 ：１６：３０ ～ １８：００     

看
護
学
専
攻
4
年
次

【米子地区授業時間】 【鳥取地区授業時間】

保健学科教育学修プログラム

平成30年度

4年次

看護学専攻



月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
統

合
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
統

合
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習

2
統

合
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
統

合
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習

3
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
看

護
学

課
題

研
究

臨
地

実
習

臨
地

実
習

臨
地

実
習

臨
地

実
習

4
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習

5
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習
臨

地
実

習

＊
国

際
看

護
学

は
8
月

に
集

中
講

義

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
看

護
学

課
題

研
究

死
生

学
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
看

護
学

課
題

研
究

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
公

衆
衛

生
看

護
学

Ⅱ

3
公

衆
衛

生
看

護
学

Ⅱ

4 5

生
命

・
検

査
と

の
合

同
講

義
検

査
と

の
合

同
講

義

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）

平
成

3
0
年

度
  
授

業
時

間
配

当
表

（
保

健
学

科
看

護
学

専
攻

4
年

次
）

前
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
期

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）



週 週

日 月 火 水 木 金 土 数 日 月 火 水 木 金 土 数

1 2 3 4 5 6 7 1 1 2 3 4 5 6 1

8 9 10 11 12 13 14 2 7 8 9 10 11 12 13 2

15 16 17 18 19 20 21 3 14 15 16 17 18 19 20 3

22 23 24 25 26 27 28 4 21 22 23 24 25 26 27 4

29 30 1 2 3 4 5 5 28 29 30 31 1 2 3 5

6 7 8 9 10 11 12 6 4 5 6 7 8 9 10 6

13 14 15 16 17 18 19 7 11 12 13 14 15 16 17 7

20 21 22 23 24 25 26 8 18 19 20 21 22 23 24 8

27 28 29 30 31 1 2 9 25 26 27 28 29 30 1 9

3 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 10

10 11 12 13 14 15 16 11 9 10 11 12 13 14 15 11

17 18 19 20 21 22 23 12 16 17 18 19 20 21 22 12

24 25 26 27 28 29 30 13 23 24 25 26 27 28 29 13

1 2 3 4 5 6 7 14 30 31 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 15 6 7 8 9 10 11 12 14

15 16 17 18 19 20 21 16 13 14 15 16 17 18 19 15

22 23 24 25 26 27 28 17・試 20 21 22 23 24 25 26 16

29 30 31 1 2 3 4 試 27 28 29 30 31 1 2 17・試

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 試

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 1 24 25 26 27 28 1 2

2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30

30 31

備考
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇

※
※
※

Q1 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業
Q2 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業

前年度3月末営業日 進級生オリエンテーション 12月27日(木) 月曜日授業

再
試

2
再
試

3

8

9

平成30年度・七曜表
（看護学専攻4年次）

前　　　　　期 後　　　　　期

4 10

5 11

6
12

7
1

4月28日(土) TOEIC（進級生対象） 1月15日(火) 月曜日授業
5月1日(火) 月曜日授業 1月16日(水) 金曜日授業
5月2日(水) 金曜日授業 1月18日(金) 午後は休講
6月1日(金) 開学記念日 1月28日(月) 定期試験開始

7月23日(月) 定期試験開始 2月8日(金) 定期試験終了
再試験期間開始8月3日(金) 定期試験終了 2月12日(火)

8月6日(月) 再試験期間開始 2月27日(水) 再試験期間終了
8月17日(金) 再試験期間終了

4月14日(土) 大学入門ゼミ（保）
5月12日(土) 大学入門ゼミ（生）
5月13日(日) 大学入門ゼミ（生）

16週制



保健学科看護学専攻4年次目次
3年次～前期

授業科目名

必修 専門科目 成人看護学実習Ⅰ ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 成人看護学実習Ⅱ ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 老年看護学実習 ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 母性家族看護実習 ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 小児家族看護学実習 ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 公衆衛生看護学実習 ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 精神看護学実習 ・・・・・・ 3年次参照
必修 専門科目 在宅看護学実習 ・・・・・・ 3年次参照

前期
授業科目名

選択 専門科目 国際看護学 ・・・・・・ 1

通年
授業科目名

必修 専門科目 統合実習 ・・・・・・ 2
必修 専門科目 看護学課題研究 ・・・・・・ 3
選択 専門科目 助産業務管理実習 ・・・・・・ 4
選択 専門科目 助産学実習 ・・・・・・ 5

後期
授業科目名

選必 主題 死生学 ・・・・・・ 6
必修 専門科目 災害支援・ボランティア ・・・・・・ 7
必修 専門科目 公衆衛生看護学Ⅱ ・・・・・・ 8
選択 専門科目 助産診断技術学演習Ⅱ ・・・・・・ 9
※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は平成27年度入学者を基準としています。

※主題、基幹（人文・社会分野）から卒業までに15単位以上修得してください。

※専門科目については、課程表を確認してください。

※助産師の取得を目指す者は、助産診断技術学演習Ⅱ、助産業務管理実習、助産学実習を修得してくださ

授業のレベルについて

1：入門及び初級レベル

2：中級レベル（基礎科目）

3：中級～上級レベル（応用科目）

4：上級レベル（発展科目）

5：大学院レベル

区分

区分

区分

区分



国
際

看
護

学

科
目

到
達

目
標

：
国

際
社

会
で

現
実

に
起

き
て

い
る

事
例

を
通

し
て

、
健

康
問

題
へ

の
影

響
や

そ
の

解
決

策
と

実
践

方
法

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
後

藤
　

喜
広

（
非

常
勤

講
師

）
、

雑
賀

　
倫

子
（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
e
-
m

ai
l:m

ic
h
i1

5
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

 (
雑

賀
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

−
ワ

—
ド

1
8
/
2
0
(月

)
1

地
域

精
神

実
習

室
私

た
ち

の
身

近
に

あ
る

国
際

問
題

後
藤

　
喜

広
非

常
勤

講
師

日
本

の
ニ

ュ
ー

ス
で

取
り

上
げ

ら
れ

る
国

際
問

題
を

グ
ル

ー
プ

討
議

す
る

。
メ

デ
ィ

ア
・
リ

テ
ラ

シ
ー

、
戦

争
報

道
、

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

2
8
/
2
0
(月

)
2

地
域

精
神

実
習

室
世

界
的

規
模

の
国

際
協

力
の

枠
組

み
後

藤
　

喜
広

非
常

勤
講

師
国

際
協

力
の

枠
組

み
と

、
人

間
の

安
全

保
障

の
理

解
。

国
際

協
力

、
人

間
の

安
全

保
障

3
8
/
2
0
(月

)
3

地
域

精
神

実
習

室
国

際
看

護
に

関
わ

る
機

関
，

組
織

の
役

割
後

藤
　

喜
広

非
常

勤
講

師
政

府
、

国
際

機
構

な
ど

の
役

割
と

限
界

、
の

理
解

。
国

際
機

構
、

国
連

、
O

D
A

、
国

際
貢

献
、

N
G

O
、

N
P

O
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
国

際
公

共
財

4
8
/
2
0
(月

)
4

地
域

精
神

実
習

室
H

IV
/
A

ID
S
へ

の
国

際
社

会
の

取
り

組
み

後
藤

　
喜

広
非

常
勤

講
師

H
IV

/
A

ID
S

が
国

際
的

課
題

と
な

っ
て

い
る

背
景

と
看

護
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

H
IV

の
知

識
、

感
染

経
路

、
予

防
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

プ
ラ

イ
マ

リ
ー

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
、

偏
見

、
差

別

5
8
/
2
1
(火

)
1

地
域

精
神

実
習

室
難

民
と

貧
困

問
題

へ
の

取
り

組
み

後
藤

　
喜

広
非

常
勤

講
師

復
興

支
援

へ
の

医
療

従
事

者
の

関
わ

り
方

と
看

護
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

貧
困

問
題

の
背

景
と

看
護

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
。

民
族

紛
争

、
難

民
、

復
興

支
援

、
人

権
、

経
済

格
差

、
貧

困
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

開
発

6
8
/
2
1
(火

)
2

地
域

精
神

実
習

室
国

際
看

護
の

基
本

と
な

る
概

念
と

実
践

活
動

後
藤

　
喜

広
非

常
勤

講
師

国
際

看
護

に
必

要
な

理
論

や
哲

学
な

ど
の

基
本

的
概

念
と

国
際

看
護

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

プ
ラ

イ
マ

リ
ー

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
健

康
、

人
間

の
幸

福
、

文
化

、
多

様
性

7
8
/
2
1
(火

)
3

地
域

精
神

実
習

室
国

際
看

護
の

実
践

活
動

の
た

め
の

ツ
ー

ル
後

藤
　

喜
広

非
常

勤
講

師
現

地
主

体
で

の
活

動
が

自
立

継
続

す
る

た
め

の
国

際
看

護
の

方
法

を
理

解
す

る
。

異
文

化
看

護
、

E
P

A
看

護
師

8
8
/
2
1
(火

)
4

地
域

精
神

実
習

室
課

題
発

表
、

ま
と

め
後

藤
　

喜
広

非
常

勤
講

師
国

際
的

な
研

究
や

協
力

の
必

要
性

の
理

解
。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

参
考

書
：
近

藤
麻

理
著

　
「
知

っ
て

考
え

て
実

践
す

る
　

国
際

看
護

」
医

学
書

院
　

　
南

裕
子

監
修

：
国

際
看

護
学

　
グ

ロ
ー

バ
ル

ナ
ー

シ
ン

グ
に

向
け

て
の

展
開

、
中

山
書

店

評
価

：
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

へ
の

積
極

的
な

参
加

3
0
％

、
講

義
終

了
後

の
レ

ポ
ー

ト
提

出
4
0
％

、
そ

の
他

講
義

へ
の

参
加

状
況

3
0
％

指
定

教
科

書
：
な

し

- 1 -



統
合

実
習

科
目

責
任

者
：
看

護
学

専
攻

主
任

連
絡

先
：

E
m

ai
l 
  

m
ik

e
ik

o
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

基
礎

看
護

学
看

護
理

論
、

生
活

援
助

技
術

、
基

礎
看

護
技

術
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

運
動

機
能

、
生

命
倫

理
、

遺
伝

成
人

･老
人

看
護

学
知

識
・
技

能
・
態

度
等

の
総

合
的

活
用

、
現

象
、

論
理

的
分

析
・

理
解

、
課

題
の

明
確

化
と

課
題

解
決

能
力

の
育

成

母
性

･小
児

家
族

看
護

学

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

基
本

的
看

護
技

術
、

助
産

学
と

研
究

、
助

産
活

動
と

健
康

教
育

、
助

産
活

動
と

公
衆

衛
生

地
域

･精
神

看
護

学

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
生

活
者

、
地

域
住

民
の

健
康

課
題

解
決

、
個

人
・
家

族
へ

の
個

別
的

支
援

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
、

社
会

基
盤

整
備

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
4

評
価

：
到

達
目

標
の

達
成

度
、

学
習

へ
の

参
画

状
況

な
ど

に
よ

り
総

合
的

に
評

価
す

る
。

そ
の

他
：
看

護
学

生
の

臨
床

実
習

用
損

害
賠

償
保

険
に

加
入

し
な

け
れ

ば
受

講
で

き
な

い

科
目

到
達

目
標

：
 実

践
的

学
問

で
あ

る
看

護
学

の
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

の
知

識
、

実
践

、
研

究
の

繋
が

り
を

理
解

し
、

実
践

の
中

で
研

鑽
し

て
い

く
基

礎
的

な
能

力
を

高
め

る

学
生

は
看

護
学

専
攻

4
講

座
の

い
ず

れ
か

に
所

属
し

、
統

合
実

習
を

行
な

う
。

所
属

講
座

の
希

望
調

査
を

行
い

、
所

属
講

座
を

決
定

す
る

。

4
年

生
前

期
か

ら
後

期
に

か
け

て
、

各
講

座
で

準
備

し
て

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

実
施

す
る

。

看
護

学
専

攻
教

員

実
践

的
学

問
で

あ
る

看
護

学
の

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
の

知
識

、
実

践
、

研
究

の
繋

が
り

を
理

解
し

、
実

践
の

中
で

研
鑽

し
て

い
く
基

礎
的

な
能

力
を

高
め

る

1
～

2
4

別
途

通
知

別
途

通
知

未
定

- 2 -



看
護

学
課

題
研

究

科
目

責
任

者
：
看

護
学

専
攻

主
任

E
m

ai
l 
  

m
ik

e
ik

o
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

基
礎

看
護

学
看

護
理

論
、

生
活

援
助

技
術

、
基

礎
看

護
技

術
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

運
動

機
能

、
生

命
倫

理
、

遺
伝

成
人

･老
人

看
護

学
知

識
・
技

能
・
態

度
等

の
総

合
的

活
用

、
現

象
、

論
理

的
分

析
・
理

解
、

課
題

の
明

確
化

と
課

題
解

決
能

力
の

育
成

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
基

本
的

看
護

技
術

、
助

産
学

と
研

究
、

助
産

活
動

と
健

康
教

育
、

助
産

活
動

と
公

衆
衛

生

地
域

･精
神

看
護

学

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
生

活
者

、
地

域
住

民
の

健
康

課
題

解
決

、
個

人
・
家

族
へ

の
個

別
的

支
援

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
、

社
会

基
盤

整
備

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
4

評
価

：
各

講
座

で
定

め
る

評
価

基
準

に
よ

り
評

価
す

る

看
護

学
専

攻
教

員

科
目

到
達

目
標

：
具

体
的

な
看

護
実

践
へ

の
課

題
や

専
門

職
と

し
て

の
責

務
や

役
割

に
つ

い
て

の
課

題
を

見
出

し
、

看
護

実
践

に
対

す
る

創
造

性
の

追
求

、
看

護
学

の
発

展
の

追
求

、
看

護
専

門
職

と
し

て
の

社
会

的
責

務
と

い
う

観
点

か
ら

の
専

門
性

の
追

及
を

行
う

。
さ

ら
に

、
看

護
実

践
に

よ
っ

て
も

た
ら

さ
れ

た
現

象
や

反
応

を
客

観
的

に
捉

え
、

科
学

的
に

追
求

し
、

論
理

的
に

論
述

す
る

能
力

を
高

め
る

。

学
生

は
看

護
学

専
攻

4
講

座
の

い
ず

れ
か

に
所

属
し

、
統

合
実

習
を

行
な

う
。

所
属

講
座

の
希

望
調

査
を

行
い

、
所

属
講

座
を

決
定

す
る

。

4
年

生
前

期
か

ら
後

期
に

か
け

て
、

各
講

座
で

準
備

し
て

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

実
施

す
る

。

具
体

的
な

看
護

実
践

へ
の

課
題

や
専

門
職

と
し

て
の

責
務

や
役

割
に

つ
い

て
の

課
題

を
見

出
し

、
看

護
実

践
に

対
す

る
創

造
性

の
追

求
、

看
護

学
の

発
展

の
追

求
、

看
護

専
門

職
と

し
て

の
社

会
的

責
務

と
い

う
観

点
か

ら
の

専
門

性
の

追
及

を
行

う
。

さ
ら

に
、

看
護

実
践

に
よ

っ
て

も
た

ら
さ

れ
た

現
象

や
反

応
を

客
観

的
に

捉
え

、
科

学
的

に
追

求
し

、
論

理
的

に
論

述
す

る
能

力
を

高
め

る
。

1
～

2
4

別
途

通
知

別
途

通
知

未
定

- 3 -



助
産

業
務

管
理

実
習

科
目

到
達

目
標

：
助

産
施

設
で

の
助

産
管

理
の

実
際

を
知

り
，

実
践

で
き

る
．

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
　

鈴
木

　
康

江
（
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
3
8
-
6
3
2
6
（
内

線
：
6
3
2
6
）
、

ア
レ

ス
コ

棟
3
0
6
研

究
室

回
数

月
日

時
限

授
業

内
容

担
当

者
講

座
・

分
野

・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
週

別
途

指
定

別
途

指
定

＊
（
医

学
部

附
属

病
院

3
Ａ

病
棟

）
  

 （
鳥

取
県

立
中

央
病

院
）

  
 （

山
陰

労
災

病
院

）
　

（
母

と
子

の
長

田
産

科
婦

人
科

ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ
）

 　
（
ミ

オ
・
フ

ァ
テ

ィ
テ

ィ
ク

リ
ニ

ッ
ク

）
　

（
中

曾
産

科
婦

人
科

医
院

）
で

実
施

す
る

。

鈴
木

　
康

江
大

谷
　

多
賀

子
大

島
　

麻
美

佐
々

木
　

く
み

子
池

田
　

智
子

遠
藤

　
有

里

母
性

･小
児

家
族

看
護

学

各
科

目
の

到
達

目
標

は
、

別
刷

り
の

「
臨

床
実

習
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

記
載

し
て

い
る

の
で

、
参

照
さ

れ
た

い
。

助
産

管
理

地
域

周
産

期
医

療
周

産
期

シ
ス

テ
ム

産
科

補
償

制
度

医
療

法
等

の
法

制
と

助
産

管
理

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

指
定

教
科

書
：
看

護
学

専
攻

　
実

習
共

有
ガ

イ
ダ

ン
ス

，
実

習
要

項
，

助
産

実
習

要
項

（
鳥

取
大

学
医

学
部

保
健

学
科

編
）

評
価

：
実

習
記

録
，

実
習

に
対

す
る

態
度

等
添

付
の

評
価

表
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

．

そ
の

他
：
無

断
欠

席
、

遅
刻

は
、

厳
に

慎
む

こ
と

。

 　
　

　
　

 担
当

者
は

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

く
だ
さ
い
。

- 4 -



助
産

学
実

習

科
目

到
達

目
標

：
助

産
介

助
等

助
産

師
と

し
て

必
要

な
診

断
能

力
や

技
術

を
実

習
し

，
修

得
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
　

鈴
木

　
康

江
（
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
3
8
-
6
3
2
6
（
内

線
：
6
3
2
6
）
、

ア
レ

ス
コ

棟
3
0
6
研

究
室

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
到

達
目

標
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド

1
1
週

別
途

指
定

別
途

指
定

＊
（
医

学
部

附
属

病
院

3
Ａ

病
棟

）
  

 （
鳥

取
県

立
中

央
病

院
）

　
（
山

陰
労

災
病

院
）

  
 （

母
と

子
の

長
田

産
科

婦
人

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

）
  

 （
ミ

オ
・
フ

ァ
テ

ィ
テ

ィ
ク

リ
ニ

ッ
ク

）
  

 （
中

曾
産

科
婦

人
科

医
院

）
を

利
用

し
て

実
施

す
る

。

鈴
木

　
康

江
大

谷
　

多
賀

子
大

島
　

麻
美

佐
々

木
　

く
み

子
池

田
　

智
子

遠
藤

　
有

里

母
性

･小
児

家
族

看
護

学

各
科

目
の

到
達

目
標

は
、

別
刷

り
の

「
臨

床
実

習
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
に

記
載

し
て

い
る

の
で

、
参

照
さ

れ
た

い
。

助
産

診
断

助
産

過
程

保
健

指
導

妊
婦

健
診

分
娩

介
助

間
接

介
助

新
生

児
ケ

ア
産

褥
期

ケ
ア

退
院

指
導

家
族

計
画

指
導

継
続

事
例

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

指
定

教
科

書
：
看

護
学

専
攻

　
実

習
共

有
ガ

イ
ダ

ン
ス

，
実

習
要

項
，

助
産

実
習

要
項

（
鳥

取
大

学
医

学
部

保
健

学
科

編
）

評
価

：
実

習
記

録
，

実
習

に
対

す
る

態
度

等
添

付
の

評
価

表
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

．

そ
の

他
：
無

断
欠

席
は

厳
に

慎
む

こ
と

。
 　

　
　

　
 担

当
者

は
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

。
  
  
  
  
  
 助

産
学

実
習

を
履

修
す

る
た

め
に

は
、

4
年

生
前

期
科

目
（
必

修
科

目
）
の

履
修

を
全

て
修

得
（
見

込
み

可
）
で

き
て

い
る

こ
と

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4
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死
生

学

科
目

到
達

目
標

：
人

間
の

生
老

病
死

に
お

け
る

さ
ま

ざ
ま

な
側

面
に

つ
い

て
、

医
療

従
事

者
を

目
指

す
者

と
し

て
だ

け
で

な
く
、

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
今

、
こ

こ
に

生
き

る
一

人
の

人
間

と
し

て
、

想
像

力
と

共
感

力
を

も
っ

て
理

解
し

よ
う

と
す

る
姿

勢
を

身
に

つ
け

る
こ

と
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
安

藤
　

泰
至

（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

：

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
3
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

人
間

に
と

っ
て

の
生

と
死

安
藤

　
泰

至
基

礎
看

護
学

死
生

学
と

は
何

か
、

生
物

に
と

っ
て

の
死

、
人

間
に

と
っ

て
の

死
、

「
死

」
と

い
う

観
念

、
「
地

と
図

」
と

し
て

の
「
死

と
生

」

2
1
0
/
1
0
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

生
と

死
へ

の
問

い
安

藤
　

泰
至

基
礎

看
護

学
生

老
病

死
と

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
、

、
「
死

」
の

克
服

と
い

う
文

化
的

課
題

、
多

様
な

宗
教

的
死

生
観

、
通

過
儀

礼
、

一
人

称
・
二

人
称

・
三

人
称

の
死

3
1
0
/
1
7
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

医
療

化
社

会
に

お
け

る
生

と
死

安
藤

　
泰

至
基

礎
看

護
学

私
た

ち
の

誕
生

や
死

が
医

療
化

さ
れ

て
い

く
社

会
の

な
か

で
、

伝
統

的
な

死
生

観
や

生
と

死
を

め
ぐ

る
社

会
の

風
習

の
基

盤
に

な
っ

て
い

た
私

た
ち

の
生

活
感

覚
自

体
が

変
容

し
つ

つ
あ

る
さ

ま
を

理
解

し
、

そ
の

中
で

生
と

死
が

ど
の

よ
う

に
問

わ
れ

る
の

か
を

考
え

る

誕
生

と
死

の
医

療
化

、
新

し
い

「
文

化
」
と

し
て

の
医

療
、

生
と

死
を

め
ぐ

る
「
問

い
」
の

隠
蔽

、
生

と
死

に
お

け
る

人
間

の
主

体
性

4
1
0
/
2
4
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

い
の

ち
の

始
ま

り
を

め
ぐ

る
生

命
倫

理
と

死
生

観
安

藤
　

泰
至

基
礎

看
護

学
妊

娠
中

絶
論

争
、

新
し

い
生

殖
技

術
を

め
ぐ

る
論

争
、

い
の

ち
の

選
別

、
胎

児
や

胚
の

道
徳

的
地

位

5
1
0
/
3
1
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

水
子

供
養

と
い

う
文

化
装

置
安

藤
　

泰
至

基
礎

看
護

学
水

子
供

養
、

妊
娠

・
出

産
を

め
ぐ

る
日

本
の

歴
史

、
ブ

ー
ム

の
社

会
的

背
景

、
不

安
と

罪
責

感
、

日
本

の
伝

統
的

宗
教

文
化

6
1
1
/
7
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

喪
失

体
験

と
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
安

藤
　

泰
至

基
礎

看
護

学
喪

失
体

験
、

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

と
グ

リ
ー

フ
ケ

ア
の

連
続

性
、

何
が

グ
リ

ー
フ

ケ
ア

に
な

る
の

か
、

病
い

・
障

害
と

と
も

に
生

き
る

7
1
1
/
1
4
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

「
老

い
」
を

め
ぐ

っ
て

安
藤

　
泰

至
基

礎
看

護
学

老
い

、
イ

ニ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

老
人

（
高

齢
者

）
問

題
と

老
い

の
神

秘
、

老
い

の
排

除
、

現
代

社
会

に
お

け
る

「
老

い
」
の

位
相

8
1
1
/
2
1
(水

)
1

基
礎

看
護

学
セ

ミ
ナ

ー
室

(1
1
7
)

「
い

の
ち

を
守

る
」
と

は
ど

う
い

う
こ

と
か

？
安

藤
　

泰
至

基
礎

看
護

学
「
い

の
ち

」
に

つ
い

て
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
私

た
ち

が
人

間
の

「
い

の
ち

」
に

つ
い

て
考

え
続

け
て

い
く
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

各
自

が
得

る
。

「
い

の
ち

」
と

い
う

言
葉

、
い

の
ち

の
教

育
、

い
の

ち
の

尊
厳

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

4
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

3
、

4

教
科

書
：
 使

用
し

な
い

。
講

義
は

、
毎

回
配

布
す

る
プ

リ
ン

ト
に

し
た

が
っ

て
進

め
る

。

参
考

書
：
 最

後
の

講
義

時
に

参
考

文
献

一
覧

表
を

配
布

す
る

評
価

レ
ポ

ー
ト

7
0
%

（
全

講
義

終
了

後
に

提
出

）

  
  
  
  

授
業

態
度

3
0
%

（
各

回
の

感
想

や
簡

単
な

課
題

を
含

む
）

い
の

ち
の

始
ま

り
を

め
ぐ

る
生

命
倫

理
に

お
い

て
、

「
ヒ

ト
は

い
つ

か
ら

人
間

に
な

る
の

か
」
と

い
う

問
題

を
軸

に
議

論
が

行
わ

れ
て

き
た

欧
米

と
、

「
い

の
ち

の
つ

な
が

り
」
の

自
覚

と
そ

の
回

復
を

主
眼

に
し

た
ケ

ア
の

文
化

を
も

つ
日

本
の

違
い

を
理

解
す

る
。

人
間

に
と

っ
て

避
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

「
老

い
」

「
病

い
」
「
死

」
、

「
別

れ
」
「
喪

失
」
と

い
っ

た
体

験
の

重
要

性
を

理
解

し
、

そ
れ

が
単

な
る

マ
イ

ナ
ス

の
体

験
で

は
な

く
、

精
神

的
成

長
の

糧
と

な
る

に
は

ど
の

よ
う

な
心

構
え

や
ケ

ア
、

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
な

の
か

を
考

え
る

。

生
物

学
的

な
生

死
と

は
別

の
次

元
で

、
人

間
に

と
っ

て
「
生

と
は

何
か

」
「
死

と
は

何
か

」
と

い
う

本
質

的
な

問
い

が
あ

る
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

、
歴

史
的

・
文

化
的

観
点

を
含

め
て

理
解

す
る

。

ア
レ

ス
コ

棟
1
Ｆ

1
0
2
　

安
藤

研
究

室
  

 a
n
do

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp
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災
害

支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

到
達
目
標
：
災
害
医
療
お
よ
び
看
護
の
基
礎
的
事
項
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
知
識
、
技
術
を
習
得
し
実
践
で
き
る
能
力
を
養
う
。

科
目
責
任
者
（
所
属
）
：
鈴
木
　
康
江
（
母
性
・
小
児
家
族
看
護
学
）

回
数

日
付

時
限

場
所

追
記

担
当
者

講
座
・

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド

公
開

1
1
0
/
5
(金

)
1

2
6
2

災
害
医
療
・
看
護
に
関
す
る
基
礎
知
識

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

災
害
の
定
義
と
種
類
の
理
解
、
災
害
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
と
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
別
疾
病
構
造
の
理
解
、
災
害

医
療
の
原
則
の
理
解
、
本
邦
の
防
災
体
制
と
災
害
救
助
活
動
の
概
要
理
解
。

災
害
の
定
義
、
災
害
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
、
防
災
体

制
※

2
1
0
/
1
2
(金

)
1

2
6
2

災
害
各
期
の
看
護
活
動
：
急
性
期
を
中
心
に

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

発
災
直
後
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
、
搬
送
、
ﾄﾘ
ｱ
ｰ
ｼ
ﾞ、
治
療
・
看
護
の
在
り
方
に

つ
い
て
理
解
す
る
。

超
急
性
期
、
急
性
期
、
亜
急
性
期
、
ﾄﾘ

ｱ
ｰ
ｼ
ﾞ、
救
急
医
療
と
災
害
医
療
、
病
院

に
お
け
る
初
動
体
制
、
原
子
力
災
害

※

3
1
0
/
1
6
(火

)
2

2
6
2

災
害
看
護
の
実
際
：
災
害
支
援
ﾅ
ｰ
ｽ

恩
部
　
陽
弥

看
護
部

（
非
常
勤
講
師
）

災
害
支
援
ナ
ー
ス
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
、
災
害
看
護
に
つ
い
て
考
察
で
き

る
。

災
害
支
援
ﾅ
ｰ
ｽ
、
認
定
看
護
師

※

4
1
0
/
1
7
(水

)
3

2
6
2

原
子
力
災
害

内
田
　
伸
恵

放
射
線

診
療
科
群

原
子
力
災
害
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
，
緊
急
被
ば
医
療
の
基
礎
知
識
，
放
射

線
被
ば
く
と
健
康
障
害
，
防
護
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。

原
子
力
災
害
，
緊
急
被
ば
く
医
療
，
放

射
線
被
ば
く
，
防
護
，
健
康
被
害

※

5
1

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

6
2

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

7
2
0
1
8
/
1
0
/
2
6

変
更

の
可

能
性

あ
り

2
2
6
2

災
害
支
援
と
行
政

鈴
木
　
康
江

（
県
庁
：
危
機
）

（
県
庁
：
健
対
）

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

地
域
防
災
政
策
の
実
際
を
知
り
，
災
害
医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

地
域
防
災
計
画
，
社
会
資
源

※

8
1
1
/
2
(金

)
2

2
6
2

心
の
ケ
ア
と
災
害
支
援

吉
岡
　
伸
一

地
域
･精

神
看
護
学

精
神
疾
患
を
持
つ
人
の
災
害
時
の
支
援
、
災
害
に
遭
遇
し
た
人
々
の
心
の
ケ
ア

の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
，
心
の
ケ
ア
、
精
神
疾
患

9
1
1
/
2
(金

)
3

2
6
2

地
域
・
在
宅
者
へ
の
災
害
支
援

雑
賀
　
倫
子

地
域
･精

神
看
護
学

地
域
で
暮
ら
す
人
々
、
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
人
々
が
災
害
時
に
は
ど
の
よ
う

な
ﾆ
ｰ
ｽ
ﾞが

あ
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
の
か
理
解
で
き
る
。

在
宅
酸
素
、
在
宅
看
護
、
災
害
時
の
対

応

1
0

1
1
/
7
(水

)
2

2
6
2

子
ど
も
と
女
性
へ
の
災
害
支
援

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

災
害
発
生
時
に
子
ど
も
や
女
性
が
避
難
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な

の
か
理
解
で
き
る
。

分
娩
時
、
妊
産
婦
、
新
生
児
、
乳
幼

児
、
学
童
期
の
健
康
被
害
に
つ
い
て

1
1

1
2

1
3

1
1
/
1
2
(月

)
1

2
6
2

被
災
が
も
た
ら
す
健
康
被
害
に
対
す
る
支
援
活

動
金
田
　
由
紀
子

地
域
･精

神
看
護
学

被
災
地
に
お
け
る
健
康
被
害
の
実
態
把
握
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

被
災
地
に
お
け
る
健
康
被
害
の
発
生
予
防
、
拡
大
防
止
に
向
け
て
の
対
策
と
評

価
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

健
康
被
害
、
実
態
把
握
、
疫
学
、
保
健

統
計

1
4

1
1
/
1
6
(金

)
2

2
6
2

慢
性
疾
患
を
も
つ
人
々
へ
の
災
害
支
援

谷
村
　
千
華

成
人
･老

人
看
護
学

慢
性
疾
患
を
持
っ
た
人
へ
の
災
害
時
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
。

慢
性
疾
患
、
薬
の
管
理

1
5

1
1
/
2
9
(木

)
2

2
6
2

筆
記
試
験

鈴
木
　
康
江

母
性
･小

児
家
族
看
護
学

講
義
・
演
習
で
履
修
し
た
全
て
の
範
囲
で
出
題
す
る
。

教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の
関
連
：
2
、
4
、
5
、
6
※
到
達
目
標
・
授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
の
上
、
予
習
・
復
習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授
与
の
方
針
と
の
関
連
：
1
、
2
、
3
、
4

授
業
の
レ
ベ
ル
：
3

教
科
書

参
考
書
：

評
　
価
：

そ
の

他
：

災
害
演
習
（
多
数
傷
病
者
受
入
訓
練
）

大
学
附
属
病
院
で
行
わ
れ
る
災
害
演
習
に
参
加
し
、
災
害
時
の
様
々
な
立
場
を

経
験
、
見
学
。
災
害
看
護
の
実
際
を
理
解
す
る
。

ﾄﾘ
ｱ
ｰ
ｼ
ﾞ、
病
院
で
の
受
け
入
れ
態
勢

島
根
原
子
力
発
電
所
見
学

未
定

複
数
候
補
日

未
定

鈴
木
　
康
江

附
属
病
院
は
原
子
力
災
害
の
拠
点
病
院
に
な
っ
て
い
る
。
原
子
力
施
設
を
見
学
し

防
災
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
。

附
属

病
院

記
念

講
堂

前
集

合
・
解

散

母
性
･小

児
家
族
看
護
学
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公
衆

衛
生

看
護

学
Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
地

域
看

護
管

理
、

学
校

・
産

業
等

様
々

な
分

野
で

の
保

健
活

動
の

特
徴

･共
通

点
を

学
び

、
公

衆
衛

生
看

護
活

動
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
松

浦
　

治
代

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

−
ワ

—
ド

1
1
0
/
1
(月

)
3

1
2
2

健
康

危
機

管
理

①
（
災

害
）

德
嶋

　
靖

子
地

域
･精

神
看

護
学

健
康

危
機

管
理

(災
害

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
健

康
危

機
管

理
体

制
、

ﾘ
ｽ

ｸ
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾗ
ｲ
ﾝ
、

災
害

時
各

期
に

お
け

る
保

健
活

動
、

災
害

対
策

基
本

法
、

災
害

救
助

法

2
1
0
/
1
(月

)
4

1
2
2

薬
害

Ｈ
ＩＶ

の
体

験
と

医
療

小
山

　
昇

孝
(非

常
勤

講
師

)
薬

害
に

よ
る

患
者

の
体

験
を

聞
き

、
相

談
へ

の
対

処
、

医
療

の
課

題
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
薬

害
、

ｲ
ﾚ
ｯ
ｻ

訴
訟

、
ｻ

ﾘ
ﾄﾞ

ﾏ
ｲ
ﾄﾞ

、
ｽ

ﾓ
ﾝ
、

血
友

病
、

薬
害

H
IV

訴
訟

、
全

国
薬

害
被

害
者

団
体

連
絡

協
議

会
、

薬
害

再
発

防
止

3
1
0
/
9
(火

)
2

1
2
2

地
域

看
護

管
理

①
松

浦
　

治
代

地
域

･精
神

看
護

学
地

域
看

護
管

理
の

目
的

及
び

機
能

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
師

が
初

任
期

よ
り

行
う

地
域

看
護

管
理

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

方
公

共
団

体
の

組
織

・
運

営
、

関
連

機
関

と
の

恊
働

、
地

区
管

理
、

事
例

管
理

、
情

報
管

理
、

4
1
0
/
9
(火

)
3

1
2
2

健
康

危
機

管
理

②
（
感

染
症

そ
の

１
）

德
嶋

　
靖

子
地

域
･精

神
看

護
学

健
康

危
機

管
理

(感
染

症
）
に

つ
い

て
理

解
す

る
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾞﾚ
ｲ
ｸ
、

集
団

発
生

時
の

保
健

活
動

、
感

染
症

法

5
1
0
/
1
5
(月

)
2

1
2
2

地
域

看
護

管
理

②
松

浦
　

治
代

地
域

･精
神

看
護

学
地

域
看

護
管

理
の

目
的

及
び

機
能

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
師

が
初

任
期

よ
り

行
う

地
域

看
護

管
理

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
予

算
管

理
、

施
策

化
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

人
事

育
成

6
1
0
/
1
5
(月

)
3

1
2
2

地
域

看
護

管
理

③
（
感

染
症

そ
の

２
）

德
嶋

　
靖

子
地

域
･精

神
看

護
学

健
康

危
機

管
理

(感
染

症
）
に

つ
い

て
理

解
す

る
喫

食
調

査
、

感
染

拡
大

防
止

、
平

時
の

保
健

活
動

、
感

染
症

法

7
1
0
/
2
3
(火

)
2

1
2
2

学
校

看
護

①
土

江
　

梨
奈

(非
常

勤
講

師
)

養
護

教
諭

の
機

能
、

役
割

、
養

成
教

育
の

目
標

が
理

解
で

き
る

養
護

教
諭

の
役

割
、

必
要

な
能

力
、

養
成

教
育

の
目

標

8
1
0
/
2
3
(火

)
3

1
2
2

学
校

看
護

②
土

江
　

梨
奈

(非
常

勤
講

師
)

望
ま

し
い

養
護

教
諭

像
、

集
団

指
導

と
個

別
の

対
応

、
他

教
師

と
の

連
携

な
ど

、
養

護
教

諭
の

仕
事

の
専

門
性

が
理

解
で

き
る

養
護

教
諭

像
、

児
童

生
徒

と
の

対
応

、
他

教
師

と
の

連
携

9
1
0
/
3
0
(火

)
2

1
2
2

学
校

看
護

③
土

江
　

梨
奈

(非
常

勤
講

師
)

発
達

障
害

の
児

へ
の

対
応

と
院

内
学

級
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

発
達

障
害

、
院

内
学

級

1
0

1
0
/
3
0
(火

)
3

1
2
2

学
校

看
護

④
土

江
　

梨
奈

(非
常

勤
講

師
)

養
護

教
諭

が
行

う
１

年
間

の
活

動
が

理
解

で
き

る
養

護
教

諭
の

職
務

の
特

質
、

保
健

室
の

機
能

、
１

年
間

の
活

動

1
1

1
1
/
7
(水

)
3

1
2
2

産
業

看
護

と
は

高
波

　
利

恵
(非

常
勤

講
師

)
①

産
業

看
護

の
定

義
及

び
看

護
学

に
お

け
る

位
置

づ
け

を
理

解
す

る
。

②
産

業
と

産
業

保
健

の
歴

史
的

変
遷

を
理

解
す

る
。

産
業

看
護

の
変

遷
、

産
業

革
命

、
工

場
法

、
後

追
い

管
理

、
先

取
り

管
理

、
労

働
災

害
、

職
業

性
疾

患
、

作
業

関
連

疾
患

、
生

活
習

慣
病

、
じ

ん
肺

法

1
2

1
1
/
7
(水

)
4

1
2
2

産
業

看
護

の
支

援
の

対
象

企
業

・
組

織
の

健
康

ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞ

働
く
人

々
の

健
康

状
態

・
健

康
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞ

高
波

　
利

恵
(非

常
勤

講
師

)

①
労

働
災

害
及

び
業

務
上

疾
病

、
定

期
健

康
診

断
の

有
所

見
率

等
の

統
計

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
よ

り
、

日
本

の
労

働
者

の
労

働
の

現
状

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
②

企
業

・
組

織
の

特
徴

を
理

解
す

る
。

③
女

性
就

労
者

、
高

齢
就

労
者

、
障

が
い

を
持

っ
て

働
く
人

々
の

健
康

支
援

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

物
理

的
・
化

学
的

環
境

、
人

間
工

学
的

条
件

、
職

業
性

疾
患

、
作

業
関

連
疾

患
、

生
活

習
慣

病
、

作
業

強
度

、
勤

務
制

、
労

働
形

態
、

有
害

業
務

、
作

業
姿

勢
、

労
働

時
間

、
生

産
性

、
女

性
就

労
者

、
高

齢
就

労
者

、
障

が
い

を
も

つ
就

労
者

の
健

康
、

ﾘ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾀ
ﾞｸ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞﾍ
ﾙ

ｽ
・
ﾗ
ｲ
ﾂ

1
3

1
1
/
7
(水

)
5

1
2
2

産
業

看
護

に
必

要
な

労
働

生
理

関
連

の
知

識
お

よ
び

労
働

衛
生

管
理

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

高
波

　
利

恵
(非

常
勤

講
師

)
①

労
働

衛
生

関
連

法
令

に
つ

い
て

基
本

的
知

識
を

得
る

。
②

人
と

仕
事

と
の

調
和

を
図

る
た

め
に

必
要

な
基

本
的

知
識

を
得

る
。

③
労

働
安

全
衛

生
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

理
解

す
る

。

労
働

基
準

法
、

労
働

安
全

衛
生

法
、

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
、

育
児

・
介

護
休

業
法

、
各

種
指

針
、

一
般

的
な

衛
生

管
理

体
制

、
行

政
の

仕
組

み
、

社
会

資
源

、
労

働
生

理
、

疲
労

、
人

間
工

学
、

労
働

安
全

衛
生

ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

、
ﾘ
ｽ

ｸ
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ・

ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ

1
4

1
1
/
8
(木

)
1

1
2
2

産
業

看
護

職
の

活
動

の
実

際
（
大

規
模

事
業

場
内

に
お

け
る

産
業

看
護

活
動

）
高

波
　

利
恵

(非
常

勤
講

師
)

①
労

働
者

の
ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞに

応
じ

た
支

援
や

産
業

看
護

の
具

体
的

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
②

産
業

看
護

職
の

役
割

を
理

解
す

る
。

労
働

衛
生

の
三

管
理

、
産

業
保

健
の

五
分

野
、

ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
、

ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
、

健
康

診
断

と
事

後
措

置
、

個
人

・
集

団
へ

の
支

援
、

疾
病

管
理

、
職

場
復

帰
、

行
動

科
学

的
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ
と

行
動

変
容

、
T
H

P

1
5

1
1
/
8
(木

)
2

1
2
2

産
業

看
護

職
の

活
動

の
実

際
(中

小
規

模
事

業
場

へ
の

支
援

お
よ

び
今

後
の

産
業

看
護

の
展

望
)

高
波

　
利

恵
(非

常
勤

講
師

)
①

我
が

国
の

産
業

看
護

職
の

活
動

の
現

状
と

課
題

と
海

外
に

お
け

る
産

業
看

護
職

の
活

動
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

産
業

看
護

活
動

の
国

内
外

の
動

向
、

中
小

規
模

事
業

場
、

産
業

保
健

推
進

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

、
地

域
産

業
保

健
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

、
ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
対

策
支

援
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

1
6

1
1
/
2
6
(月

)
2

1
2
2

試
験

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

6
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
1
、

2
、

3
、

4
※

指
定

教
科

書
は

版
、

発
行

年
は

古
い

も
の

で
も

よ
い

が
、

必
ず

持
参

す
る

こ
と

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

指
定

教
科

書
：
1
．

公
衆

衛
生

看
護

学
jp

 第
4
版

，
荒

賀
直

子
，

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
カ

ル
、

2
0
1
1
（
も

し
く
は

第
4
版

）
　

　
　

2
．

　
国

民
衛

生
の

動
向

2
0
1
7
/
2
0
1
8
、

厚
生

の
指

標
増

刊
、

厚
生

労
働

統
計

協
会

，
2
0
1
7

参
考

書
：
新

版
保

健
師

業
務

要
覧

、
第

3
版

、
日

本
看

護
協

会
出

版
会

、
2
0
1
3
年

　
　

　
　

　

評
価

：
試

験
　

7
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
等

提
出

物
　

3
0
％

- 8 -



助
産

診
断

技
術

学
演

習
Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
助

産
活

動
を

す
る

た
め

の
基

礎
知

識
を

習
得

し
、

助
産

援
助

の
た

め
の

技
術

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
鈴

木
　

康
江

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1 2 3 4 5 6 7 8 9
助

産
介

助
法

の
技

術
お

よ
び

そ
の

根
拠

を
述

べ
る

こ
と

が
出

来
る

1
0

1
1

1
2

直
接

介
助

・
間

接
介

助
・
産

婦
役

を
し

て
，

全
員

が
直

接
介

助
の

技
術

チ
ェ

ッ
ク

を
受

け
る

1
3

1
4

出
生

直
後

新
生

児
ケ

ア

1
5

妊
婦

健
診

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

参
考

書
：
助

産
実

習
プ

レ
ブ

ッ
ク

、
ナ

ー
ス

の
た

め
の

産
科

学
、

病
気

の
見

え
る

産
科

学
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
等

そ
の

他
：
助

産
師

国
家

試
験

の
受

験
要

件
講

義

  
集

中
で

行
い

ま
す

1
1
,1

,2
,3

月
に

集
中

講
義

助
産

実
習

室

思
春

期
保

健
活

動
：
性

に
関

す
る

教
育

大
島

　
麻

美
思

春
期

の
健

康
教

育
に

必
要

な
知

識
お

よ
び

教
育

技
法

を
理

解
し

、
実

践
で

き
る

分
娩

介
助

技
術

大
谷

　
多

賀
子

助
産

介
助

法
の

技
術

お
よ

び
そ

の
根

拠
を

述
べ

る
こ

と
が

出
来

る

保
健

指
導

案
の

作
成

（
個

別
・
集

団
）
と

実
演

鈴
木

　
康

江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
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